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Formation Flight Mission to Reveal Essential Structures of Space Plasma
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	衛星観測から解明する地球磁気圏の磁場・プラズマ構造及び太陽風との関係
	地球は大きな一つの磁石である. この磁石は地球近傍に“バリアー”を作る. この磁気バリアーを“地球磁気圏”と呼んでいる. 地球磁気圏は太陽を起源とする高エネルギーのプラズマ粒子の流れ（太陽風）を遮っている. この磁気バリアーがないと我々人類を含む動植物
	人工衛星観測の利点��1. 物理現象が起こっているまさに“その場” �    での観測が出来る.��2. 磁場やプラズマなどの多種類の詳細な �    デー タを取得することが出来る.��3. 多くの衛星のデータを使うことで、大規模なス�    ケール
	人工衛星観測の欠点��1. 設計から打ち上げまで時間が掛かる. コスト �   が掛かる. (数年前：衛星1機50億円也)��2. 観測機が壊れても簡単に修理が出来ないの �   で、耐久性が必要.��3. データが地上に送られてくるまでのシステム� 
	今回紹介する衛星��1. GEOTAIL (地球観測衛星)�2.WIND (太陽風観測衛星)
	GEOTAIL衛星について
	GEOTAILの観測例
	これらのデータはより詳細に磁気圏プラズマの状態(様子)を知るためのデータで、解析することで磁気圏プラズマをより深く理解することが出来る.
	WINDについて
	WINDの観測例
	日常では“物質同士の混合（攪拌）”は当然の事象�↓�例：コーヒーにクリーム、卵の白身と黄身etc…�↓�物質同士（粒子同士）距離が短い（平均自由行程: Mean Free Pathが短い）から.
	     プラズマが混合するには…
	プラズマの混合→ 太陽風起源の高密度・低エネルギーのプラズマと磁気圏起源の低密度・高エネルギーのプラズマが混合
	宇宙から見たオーロラ
	現在及び将来検討されているプロジェクトについて

